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◆ 明日から夏休み ◆

いよいよ夏休みのスタートです。終業式では子どもたちに次のような話をしました。

みなさん、おはようございます。今日で１学期は終わりです。今年は梅雨に入るのが

遅かったので、まだ雨の季節、梅雨が終わりません。そのせいで去年の今頃よりは暑く

ないことは助かっています。でも、お日様が出なくて野菜が育たずに困っているところも

あるようです。一つの出来事でよい場合も困る場合もあるんですね。皆さんも、いろい

ろな見方をすることが大切です。

さて、１年生は初めての小学校での生活でしたが、楽しかったですか？初めての小

学校で、たくさん勉強して、よくがんばりました。

１学期を振り返ると、修学旅行などたく

さんのことがありました。大きな出来事とし

ては学校のことではありませんが、やっぱり、時代が変わったということでしょう。令和と

いう時代になりました。ところで、令和の意味はどんな意味だったでしょう？

次のように言われています。「人々が美しく心を寄せ合う中で文化を育む」 簡単に

言うと、「みんなが仲良くして暮らしやすい社会をつくる」ということです。

それでは、みんなが仲良くするためにはどんなことが大切ですか？

いつも言っているように、やっぱり「あいさつ」が大切な一つだと

先生は思います。校長先生はあいさつには、「おはようございま

す。」だけでなく、「はい。」という気持ちのよい返事、「ありがと

う。」「ごめんなさい。」というお互いの気持ちを考えた言葉もある

と考えています。そうした言葉が、自然に出るようになると、みんなますます仲良くなり

ます。

もう一つは、これもいつも言っています。「人の話をよく聞く」ということが大切だと思い

ます。人の話をよく聞くと、自分の考えがはっきりとします。相手が何をいいたいのか、

そのことについて自分はどう思うのか。 裏につづく



ときどき、最後まで聞かずに自分の意見を言ったり、違うことを言ったりする人がいま

すが、それは話をしている人に失礼だし、話をしている人は、途中で話の腰を折られ

て、もう話したくなくなることもあります。

令和の時代になったことを機会に、もう一度「あいさつ」や「人の話をよく聞く」ことに

気をつけるようにがんばりましょう。

最後に、夏休みに入るにあたり、先生から夏休みに向けて３つのお願いです。去年

も話しました。

① 元気に過ごすこと

特に早寝早起き朝ごはん。学校に来ているときと同じリズムで生活しましょう。

② 家の手伝いをすること

夏休みは自分ができることで手伝いをしましょう。

③ 夏休みだからできること

夏休みの長い時間を使って夏休みだからできることをしましょう。

① 元気に過ごす ② 家の手伝いをする ③ 夏休みだからできることをする

以上のことをお願いします。それでは、校長先生のお話は終わります。夏休み、み

んな元気に過ごすことを願っています。

～ラグビーの元ウェールズ代表選手がやってきた！～

７月１２日（金）の２・３時間目に『ウェールズラグビー協会クリニック』という

イベントがありました。１０月に行われるラグビーワールドカップの大分でのゲーム

を盛り上げるため、県が招いたものです。子どもたちはウェールズの Tシャツを着て、

元選手が教えてくれるいろいろな練習にチャレンジしていました。大分では１０月９

日にウェールズの試合があります。みんなで応援したいものです。




